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太良町議会だより152号　平成31年4月23日 （1）

31年度予算決まる

平成31年度歳入予算

平成31年度歳出予算

子育て応援予算子育て応援予算

予算総額

一般会計・・・70億3,000万円

（単位：百万円）

（単位：百万円）

歳入予算総額

自主財源　3,212（45.7％）

その他　314（4.5％）

7,030百万円

町税
744

（10.6％）

町債 289（4.1％）

国庫支出金
518（7.4％）

県支出金
485

（6.9％）

繰入金
1,253

（17.8％）

寄附金
901

（12.8％）地方交付税
2,300（32.7％）

※自主財源は、町が自主的に
得られる財源で、町税が代
表的である。その他、条例等
で基準を定めて徴収できる
使用料、手数料などがあり
ます。

依存財源　3,818（54.3％）
※依存財源は、国や県の基準に基づいて
交付されたり、割り当てられる財源で、
地方交付税、国庫支出金などがあり、町
独自で収入額を決められません。

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
繰越金
諸収入

・・48（0.7％）
・・69（1.0％）

・・・・・・・・23（0.3％）
・・・・・・・・・30（0.4％）
・・・・・・・・143（2.1％）

その他　226（3.2％）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・69（1.0％）
・・・・・・・・・1（0.0％）
・・・・・・・・・2（0.0％）

1（0.0％）
・・・143（2.0％）
・・・・4（0.1％）
・・・・・2（0.0％）
・・・・・・・3（0.1％）

1（0.0％）

その他　107（1.5％）

消防費 226（3.2％）

商工費 161（2.3％）

議会費
労働費
災害復旧費
予備費

・・・・・・・・・80（1.1％）
・・・・・・・・・・・0（0.0％）
・・・・・・・7（0.1％）

・・・・・・・・・20（0.3％）

歳出予算総額
7,030百万円

総務費
2,190

（31.2％）

民生費
1,629

（23.2％）

衛生費
635

（9.0％）

農林水産費
580

（8.2％）

公債費
464

（6.6％）

教育費
511

（7.3％）

土木費
527

（7.5％）

※構成比（％）は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100にならないことがあります。

施政方針を述べる永淵町長

3月定例会町民の声を大切に
新町政がスタート!!

平成31年度　一般会計の主な事業
♦ふるさと応援寄附金事業（ふるさと応援寄附に対する謝礼等）・・・・・・・・・・・・・・・・5億5,329万6千円
♦イントラネットシステム更新事業（イントラネットシステム用端末133台購入外）・・・・6,128万円
♦移住定住促進事業補助金（町内への移住・定住を図るための住宅改修に係る補助等）・・・・・・600万円
♦結婚祝金（結婚された夫婦に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・680万円
♦誕生祝金（子どもが生まれた時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・895万円
♦第2子保育料無料化事業補助金（同時入所の第2子児童分保育料の無料化）・・・・・・・・・・・・・・600万円
♦子どもの医療費助成（高校生(18歳)までの医療費の助成）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,100万円
♦廃棄物処理計画策定業務委託料（一般廃棄物等の処理等に係る基本計画の策定）・・・・・・914万1千円
♦親元就農給付金（新規就農者に対する給付）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・468万円
♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金（ハウス施設や省力化機械等の整備に係る補助）・・・・・・5,314万5千円
♦農地基盤整備事業費補助金（畑の基盤整備及び水田の畦畔コンクリート整備に係る補助）・・・・・・・3,000万円
♦ふるさとの森林づくり事業委託料（高野地区外2地区の下刈、広葉樹植樹等業務）・・・・・・・1,230万円
♦漁港機能増進事業（道越漁港(竹崎地区)浚渫及び底質試験調査委託料）・・・・・・・・・・・・・・・・9,000万円
♦急傾斜地崩壊防止事業（町単独の法面崩壊防止事業）・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,500万円
♦定住促進住宅建設事業（亀ノ浦地区の戸建て住宅建設3戸）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,400万円
♦町立小学校普通教室照明器具改修事業（多良・大浦小学校普通教室照明の耐震化、LED化）・・・・・・・1,208万円
♦大浦中学校テニスコートフェンス改修事業（フェンス取替、門扉設置等）・・・・・・・・・・・・・・1,000万円
♦入学・卒業祝金（小学校等入学時及び中学校卒業時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・462万円
♦自然休養村管理センター外構整備事業（駐車場及びスロープの設置）・・・・・・・・・・・・・・・・・1,880万円
♦学校給食費補助金（学校給食費保護者負担分の補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,246万1千円

平成30年度　補正後予算総額（一般会計）　73億4,032万円

◆空き家等の適正管理推進費補助金（申請件数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50万円
◆県議会議員選挙費（4月7日執行）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・259万2千円
◆結婚祝金（申請件数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40万円
◆保育所等整備交付金事業費補助金（松濤保育園ブロック塀改修に係る補助）・・・・・・・・・・・69万6千円
◆鹿島藤津地域有害鳥獣広域駆除協議会負担金（イノシシの捕獲頭数の増）・・・・・・・・・・・・・33万4千円

会期/3月4日～13日（10日間）

平成31年度当初予算

主な増額補正

会 計　名 予　算　額 前年度比

総　　計 100億3,331万9千円 △3.7％

太良町一般会計
太良町後期高齢者医療特別会計
太良町国民健康保険特別会計
太良町漁業集落排水特別会計
太良町簡易水道特別会計
太良町水道事業会計
町立太良病院事業会計

70億3,000万円
1億3,300万円
13億2,800万円

6,480万円
7,000万円
7,250万円

13億3,501万9千円

△2.7％
△4.3％
△5.1％
28.1％

△36.4％
△0.4％
△5.9％



太良町議会だより 152号　平成31年4月23日（2）

31年度予算決まる

平成31年度歳入予算

平成31年度歳出予算

子育て応援予算子育て応援予算

予算総額

一般会計・・・70億3,000万円

（単位：百万円）

（単位：百万円）

歳入予算総額

自主財源　3,212（45.7％）

その他　314（4.5％）

7,030百万円

町税
744

（10.6％）

町債 289（4.1％）

国庫支出金
518（7.4％）

県支出金
485

（6.9％）

繰入金
1,253

（17.8％）

寄附金
901

（12.8％）地方交付税
2,300（32.7％）

※自主財源は、町が自主的に
得られる財源で、町税が代
表的である。その他、条例等
で基準を定めて徴収できる
使用料、手数料などがあり
ます。

依存財源　3,818（54.3％）
※依存財源は、国や県の基準に基づいて
交付されたり、割り当てられる財源で、
地方交付税、国庫支出金などがあり、町
独自で収入額を決められません。

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入
繰越金
諸収入

・・48（0.7％）
・・69（1.0％）

・・・・・・・・23（0.3％）
・・・・・・・・・30（0.4％）
・・・・・・・・143（2.1％）

その他　226（3.2％）
地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

・・・・・・・・・69（1.0％）
・・・・・・・・・1（0.0％）
・・・・・・・・・2（0.0％）

1（0.0％）
・・・143（2.0％）
・・・・4（0.1％）
・・・・・2（0.0％）
・・・・・・・3（0.1％）

1（0.0％）

その他　107（1.5％）

消防費 226（3.2％）

商工費 161（2.3％）

議会費
労働費
災害復旧費
予備費

・・・・・・・・・80（1.1％）
・・・・・・・・・・・0（0.0％）
・・・・・・・7（0.1％）

・・・・・・・・・20（0.3％）

歳出予算総額
7,030百万円

総務費
2,190

（31.2％）

民生費
1,629

（23.2％）

衛生費
635

（9.0％）

農林水産費
580

（8.2％）

公債費
464

（6.6％）

教育費
511

（7.3％）

土木費
527

（7.5％）

※構成比（％）は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計が100にならないことがあります。

施政方針を述べる永淵町長

3月定例会町民の声を大切に
新町政がスタート!!

平成31年度　一般会計の主な事業
♦ふるさと応援寄附金事業（ふるさと応援寄附に対する謝礼等）・・・・・・・・・・・・・・・・5億5,329万6千円
♦イントラネットシステム更新事業（イントラネットシステム用端末133台購入外）・・・・6,128万円
♦移住定住促進事業補助金（町内への移住・定住を図るための住宅改修に係る補助等）・・・・・・600万円
♦結婚祝金（結婚された夫婦に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・680万円
♦誕生祝金（子どもが生まれた時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・895万円
♦第2子保育料無料化事業補助金（同時入所の第2子児童分保育料の無料化）・・・・・・・・・・・・・・600万円
♦子どもの医療費助成（高校生(18歳)までの医療費の助成）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,100万円
♦廃棄物処理計画策定業務委託料（一般廃棄物等の処理等に係る基本計画の策定）・・・・・・914万1千円
♦親元就農給付金（新規就農者に対する給付）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・468万円
♦さが園芸農業者育成対策事業費補助金（ハウス施設や省力化機械等の整備に係る補助）・・・・・・5,314万5千円
♦農地基盤整備事業費補助金（畑の基盤整備及び水田の畦畔コンクリート整備に係る補助）・・・・・・・3,000万円
♦ふるさとの森林づくり事業委託料（高野地区外2地区の下刈、広葉樹植樹等業務）・・・・・・・1,230万円
♦漁港機能増進事業（道越漁港(竹崎地区)浚渫及び底質試験調査委託料）・・・・・・・・・・・・・・・・9,000万円
♦急傾斜地崩壊防止事業（町単独の法面崩壊防止事業）・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,500万円
♦定住促進住宅建設事業（亀ノ浦地区の戸建て住宅建設3戸）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,400万円
♦町立小学校普通教室照明器具改修事業（多良・大浦小学校普通教室照明の耐震化、LED化）・・・・・・・1,208万円
♦大浦中学校テニスコートフェンス改修事業（フェンス取替、門扉設置等）・・・・・・・・・・・・・・1,000万円
♦入学・卒業祝金（小学校等入学時及び中学校卒業時に祝金を贈る事業）・・・・・・・・・・・・・・・・・・462万円
♦自然休養村管理センター外構整備事業（駐車場及びスロープの設置）・・・・・・・・・・・・・・・・・1,880万円
♦学校給食費補助金（学校給食費保護者負担分の補助）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,246万1千円

平成30年度　補正後予算総額（一般会計）　73億4,032万円

◆空き家等の適正管理推進費補助金（申請件数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・50万円
◆県議会議員選挙費（4月7日執行）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・259万2千円
◆結婚祝金（申請件数の増）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・40万円
◆保育所等整備交付金事業費補助金（松濤保育園ブロック塀改修に係る補助）・・・・・・・・・・・69万6千円
◆鹿島藤津地域有害鳥獣広域駆除協議会負担金（イノシシの捕獲頭数の増）・・・・・・・・・・・・・33万4千円

会期/3月4日～13日（10日間）

平成31年度当初予算

主な増額補正

会 計　名 予　算　額 前年度比

総　　計 100億3,331万9千円 △3.7％

太良町一般会計
太良町後期高齢者医療特別会計
太良町国民健康保険特別会計
太良町漁業集落排水特別会計
太良町簡易水道特別会計
太良町水道事業会計
町立太良病院事業会計

70億3,000万円
1億3,300万円
13億2,800万円

6,480万円
7,000万円
7,250万円

13億3,501万9千円

△2.7％
△4.3％
△5.1％
28.1％

△36.4％
△0.4％
△5.9％



太良町議会だより152号　平成31年4月23日 （3）

3月定例会審議結果
　3月定例会は、条例議案6件、事件議案2件、補正予算7件、新年度予算7件及び人事案件2件の計24件が
町長より提案されました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退 ※議長は採決に加わらない。

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

下
平
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人

末
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久
保
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下
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則

平
古
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111098765321

太良町漁港施設整備事業分担金徴収条例の一部改正
　分担金の分割徴収対象事業の整理を行うもの。

太良町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基
準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一
部改正
　水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格
要件について、専門職大学の修業課程を追記するもの。

－○○○○○○○－○○可決第5号

太良町議会議員の議員報酬及び費用弁償等支給条例の
一部改正
　期末手当の支給率及び支給割合を改正するもの。

－○○○○○○○－○○第6号 可決

町長等の諸給与条例の一部改正
　町長、副町長及び教育長の期末手当の支給率及び支
給割合を改正するもの。

－○○○○○○○－○○第7号 可決

職員の給与に関する条例の一部改正
　佐賀県人事委員会勧告に伴う行政職給料表及び宿日
直手当の改定並びに勤勉手当の支給率及び支給割合を
改正するもの。

－○○○○○○○－○○第8号 可決

太良町農林漁業振興資金の融通に伴う事業の指定及び
融資額の限度
　農林漁業資金の貸付け融資限度額及び事業指定を定
めるもの。

－○○○○○○○－○○第9号 可決

可決第3号 －○○○○○○○－○○

太良町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
　保証人及び償還方法に関する規定の追加並びに利率
を改正するもの。

－○○○○○○○－○○可決第4号

辺地に係る総合整備計画の策定
　喰場辺地及び蕪田・柳谷辺地の道路改良事業を行う
ための総合整備計画を定めるもの。

－○○○○○○○－○○可決第10号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第6号）
　町道舗装補修事業等3億4,505万7千円を減額補正し、
補正後の予算総額73億4,032万円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第11号

平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第3号）
　後期高齢者医療広域連合納付金等957万1千円を減額
補正し、補正後の予算総額1億3,193万8千円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第12号

平成30年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　一般会計繰出金等1,096万9千円を減額補正し、補正後
の予算総額14億8,796万2千円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第13号

－○○○○○○○－○○可決財産の取得
　プールフロア36台の購入

第1号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第5号）
　ふるさと応援寄附金基金積立金等1億3,929万4千円を
増額補正し、補正後の予算総額76億8,537万7千円とする
もの。

－○○○○○○○－○○可決第2号

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席
  　番号議決

  　結果

1月臨時会審議結果

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
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　員
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信
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111098765321

－○○○○○○○－○○
平成30年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第3号）
　処理場発電機保守点検委託料等874万5千円を減額補正
し、補正後の予算総額4,532万8千円とするもの。

第14号

－○○○○○○○－○○
平成30年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
　MRI装置関連工事等750万円を減額補正し、補正後の
予算総額14億1,148万1千円とするもの。

第17号

可決

－○○○○○○○－○○
平成30年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第2号）
　水道施設改良事業等51万8千円を減額補正し、補正後の
予算総額1億730万4千円とするもの。

第15号 可決

平成30年度太良町水道事業会計補正予算（第2号）
　 構築物減価償却費等の補正

－○○○○○○○－○○第16号 可決

－○○○○○○○－○○可決

可決

平成31年度太良町一般会計予算
　予算総額70億3,000万円（対前年比2.7％減）とするもの。

第18号

平成31年度太良町国民健康保険特別会計予算
　予算総額13億2,800万円（対前年比5.1％減）とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第20号

平成31年度太良町後期高齢者医療特別会計予算
　予算総額１億3,300万円（対前年比4.3％減）とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第19号

平成31年度太良町漁業集落排水特別会計予算
　予算総額6,480万円（対前年比28.1％増)とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第21号

－○○○○○○○－○○可決
平成31年度太良町簡易水道特別会計予算
　予算総額7,000万円（対前年比36.4％減）とするもの。第22号

－○○○○○○○－○○可決
平成31年度太良町水道事業会計予算
　予算総額7,250万円（対前年比0.4％減）とするもの。第23号

平成31年度町立太良病院事業会計予算
　予算総額13億3,501万9千円（対前年比5.9％減）とするもの。 －○○○○○○○－○○可決第24号

副町長の選任
　毎原 哲也さん
　任期：2019年4月1日から2023年3月31日まで（4年）

－○○○○○○○－○○同意第25号

教育委員会委員の任命
　鶴﨑　修さん
　任期：2019年3月19日から2023年3月18日まで（4年）

－○○○○○○○－○○同意第26号



太良町議会だより 152号　平成31年4月23日（4）

3月定例会審議結果
　3月定例会は、条例議案6件、事件議案2件、補正予算7件、新年度予算7件及び人事案件2件の計24件が
町長より提案されました。審議結果は次のとおりです。
　　　　　賛成＝○　反対＝×　欠席＝欠　退席＝退 ※議長は採決に加わらない。

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
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111098765321

太良町漁港施設整備事業分担金徴収条例の一部改正
　分担金の分割徴収対象事業の整理を行うもの。

太良町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基
準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一
部改正
　水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者の資格
要件について、専門職大学の修業課程を追記するもの。

－○○○○○○○－○○可決第5号

太良町議会議員の議員報酬及び費用弁償等支給条例の
一部改正
　期末手当の支給率及び支給割合を改正するもの。

－○○○○○○○－○○第6号 可決

町長等の諸給与条例の一部改正
　町長、副町長及び教育長の期末手当の支給率及び支
給割合を改正するもの。

－○○○○○○○－○○第7号 可決

職員の給与に関する条例の一部改正
　佐賀県人事委員会勧告に伴う行政職給料表及び宿日
直手当の改定並びに勤勉手当の支給率及び支給割合を
改正するもの。

－○○○○○○○－○○第8号 可決

太良町農林漁業振興資金の融通に伴う事業の指定及び
融資額の限度
　農林漁業資金の貸付け融資限度額及び事業指定を定
めるもの。

－○○○○○○○－○○第9号 可決

可決第3号 －○○○○○○○－○○

太良町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正
　保証人及び償還方法に関する規定の追加並びに利率
を改正するもの。

－○○○○○○○－○○可決第4号

辺地に係る総合整備計画の策定
　喰場辺地及び蕪田・柳谷辺地の道路改良事業を行う
ための総合整備計画を定めるもの。

－○○○○○○○－○○可決第10号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第6号）
　町道舗装補修事業等3億4,505万7千円を減額補正し、
補正後の予算総額73億4,032万円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第11号

平成30年度太良町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第3号）
　後期高齢者医療広域連合納付金等957万1千円を減額
補正し、補正後の予算総額1億3,193万8千円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第12号

平成30年度太良町国民健康保険特別会計補正予算（第3号）
　一般会計繰出金等1,096万9千円を減額補正し、補正後
の予算総額14億8,796万2千円とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第13号

－○○○○○○○－○○可決財産の取得
　プールフロア36台の購入

第1号

平成30年度太良町一般会計補正予算（第5号）
　ふるさと応援寄附金基金積立金等1億3,929万4千円を
増額補正し、補正後の予算総額76億8,537万7千円とする
もの。

－○○○○○○○－○○可決第2号

議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています） 議長111098765321
議席
  　番号議決

  　結果

1月臨時会審議結果

議席番号 議長

議決結果議案番号 件名と主な内容（件名及び内容は一部省略しています）
坂
口

　久
信

下
平

　力
人

末
次

　利
男

久
保

　繁
幸

川
下

　武
則

平
古
場
公
子

所
賀

　廣

江
口

　孝
二

欠

　
　
　員

竹
下

　泰
信

待
永
る
い
子

111098765321

－○○○○○○○－○○
平成30年度太良町漁業集落排水特別会計補正予算（第3号）
　処理場発電機保守点検委託料等874万5千円を減額補正
し、補正後の予算総額4,532万8千円とするもの。

第14号

－○○○○○○○－○○
平成30年度町立太良病院事業会計補正予算（第1号）
　MRI装置関連工事等750万円を減額補正し、補正後の
予算総額14億1,148万1千円とするもの。

第17号

可決

－○○○○○○○－○○
平成30年度太良町簡易水道特別会計補正予算（第2号）
　水道施設改良事業等51万8千円を減額補正し、補正後の
予算総額1億730万4千円とするもの。

第15号 可決

平成30年度太良町水道事業会計補正予算（第2号）
　 構築物減価償却費等の補正

－○○○○○○○－○○第16号 可決

－○○○○○○○－○○可決

可決

平成31年度太良町一般会計予算
　予算総額70億3,000万円（対前年比2.7％減）とするもの。

第18号

平成31年度太良町国民健康保険特別会計予算
　予算総額13億2,800万円（対前年比5.1％減）とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第20号

平成31年度太良町後期高齢者医療特別会計予算
　予算総額１億3,300万円（対前年比4.3％減）とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第19号

平成31年度太良町漁業集落排水特別会計予算
　予算総額6,480万円（対前年比28.1％増)とするもの。

－○○○○○○○－○○可決第21号

－○○○○○○○－○○可決
平成31年度太良町簡易水道特別会計予算
　予算総額7,000万円（対前年比36.4％減）とするもの。第22号

－○○○○○○○－○○可決
平成31年度太良町水道事業会計予算
　予算総額7,250万円（対前年比0.4％減）とするもの。第23号

平成31年度町立太良病院事業会計予算
　予算総額13億3,501万9千円（対前年比5.9％減）とするもの。 －○○○○○○○－○○可決第24号

副町長の選任
　毎原 哲也さん
　任期：2019年4月1日から2023年3月31日まで（4年）

－○○○○○○○－○○同意第25号

教育委員会委員の任命
　鶴﨑　修さん
　任期：2019年3月19日から2023年3月18日まで（4年）

－○○○○○○○－○○同意第26号



太良町議会だより152号　平成31年4月23日 （5）

議案 Q & A議 案 Q & A 条例改正、補正予算条例改正、補正予算

太良町災害弔慰金の支給等に関する条例の改正内容は。

東日本大震災の特例措置法により、保証人を立てない場合でも借り入れが可能。

職員の給与に関する条例の改正について、職員の宿直勤務は実施されているのか。

現在、職員での対応はしていない。

各種健（検）診委託料の減額理由は。

若年層を中心に受診者が少なかったため。

商工振興費の光熱水費の減額理由は。

特産品振興施設（タララボ）の電気料、水道料を決算見込みで計上したため。

さが園芸農業者育成対策事業費補助金の減額理由は。

各種機械やハウス導入の入札による事業費の減額が大きな要因。

農地基盤整備事業費補助金の減額理由は。

申請希望者の書類等の準備が間に合わず、新年度に実施することとなったため。

町道舗装補修事業等の減額理由と要望箇所の取り扱いは。

舗装については、国の交付金の配分が少なかったため。指摘の要望箇所（町道間石岳
線、町道野狐谷線）については、水問題等で地元調整がつかず工事実施に至っていな
い。問題がクリアできれば工事実施できる。

農地等災害復旧費に関して、農地と農業用施設の国庫補助率はいくらか。

農地は96.6％、農業用施設は99.1％。

学校給食配送車輌購入費用の減額理由は。

前年度購入車輌に比べ車の長さが短いのと、入札による減額のため。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

議案 Q & A議 案 Q & A 新年度予算新年度予算

防災マップを作成するのはなぜか。

県が調査した危険箇所などの最新情報を掲載した防災マップを作成。

保健体育総務費の研修旅費の内容は。

B&G海洋センターインストラクター養成研修会の旅費で、42日間の沖縄県での研修。

延長保育の時間はどうなっているのか。

保育時間7時30分から18時30分の前後30分ずつが延長保育。

アボカド苗木購入助成事業費補助金の内容は。

補助率70%、苗木本数202本。

廃止路線代替バス運行費補助金及び生活交通路線維持費補助金が前年度比で大幅に増額
した理由は。

1km当たりの運行単価が大幅に増額したことが補助金増額の要因。

ごみ収集運搬処分等業務委託料が前年度より約1,300万円増額となっている理由は。

人件費については人員の1名増員や単価の見直しを行った。また、3トンパッカー車1台
を購入予定であり、その減価償却費や燃料費、その他消費税等の増加。

さが園芸農業者育成対策事業費補助金が前年度より減額となった理由は。

昨年は申請件数が多く、事業規模も大きいものがあったが、本年度は件数が少ないため。

多良岳材学童用机・椅子の内容は。

森林組合多良岳材加工施設で県の補助を活用して製作。小学校1年生向けに60セットを予定。

単独事業の急傾斜地崩壊防止事業の内容は。

住宅裏の危険なガケ地の崩壊防止事業で、県事業に該当しない箇所を1戸からでも採択可
能。個人負担25%、3箇所分程度の予算を計上。

定住促進住宅建設事業の内容と完成時期は。

亀ノ浦地区に３戸を計画。31年度中に完成し、4月から入居できるように考えている。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A

防災マップ
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議案 Q & A議 案 Q & A 条例改正、補正予算条例改正、補正予算

太良町災害弔慰金の支給等に関する条例の改正内容は。

東日本大震災の特例措置法により、保証人を立てない場合でも借り入れが可能。

職員の給与に関する条例の改正について、職員の宿直勤務は実施されているのか。

現在、職員での対応はしていない。

各種健（検）診委託料の減額理由は。

若年層を中心に受診者が少なかったため。

商工振興費の光熱水費の減額理由は。

特産品振興施設（タララボ）の電気料、水道料を決算見込みで計上したため。

さが園芸農業者育成対策事業費補助金の減額理由は。

各種機械やハウス導入の入札による事業費の減額が大きな要因。

農地基盤整備事業費補助金の減額理由は。

申請希望者の書類等の準備が間に合わず、新年度に実施することとなったため。

町道舗装補修事業等の減額理由と要望箇所の取り扱いは。

舗装については、国の交付金の配分が少なかったため。指摘の要望箇所（町道間石岳
線、町道野狐谷線）については、水問題等で地元調整がつかず工事実施に至っていな
い。問題がクリアできれば工事実施できる。

農地等災害復旧費に関して、農地と農業用施設の国庫補助率はいくらか。

農地は96.6％、農業用施設は99.1％。

学校給食配送車輌購入費用の減額理由は。

前年度購入車輌に比べ車の長さが短いのと、入札による減額のため。

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

A

議案 Q & A議 案 Q & A 新年度予算新年度予算

防災マップを作成するのはなぜか。

県が調査した危険箇所などの最新情報を掲載した防災マップを作成。

保健体育総務費の研修旅費の内容は。

B&G海洋センターインストラクター養成研修会の旅費で、42日間の沖縄県での研修。

延長保育の時間はどうなっているのか。

保育時間7時30分から18時30分の前後30分ずつが延長保育。

アボカド苗木購入助成事業費補助金の内容は。

補助率70%、苗木本数202本。

廃止路線代替バス運行費補助金及び生活交通路線維持費補助金が前年度比で大幅に増額
した理由は。

1km当たりの運行単価が大幅に増額したことが補助金増額の要因。

ごみ収集運搬処分等業務委託料が前年度より約1,300万円増額となっている理由は。

人件費については人員の1名増員や単価の見直しを行った。また、3トンパッカー車1台
を購入予定であり、その減価償却費や燃料費、その他消費税等の増加。

さが園芸農業者育成対策事業費補助金が前年度より減額となった理由は。

昨年は申請件数が多く、事業規模も大きいものがあったが、本年度は件数が少ないため。

多良岳材学童用机・椅子の内容は。

森林組合多良岳材加工施設で県の補助を活用して製作。小学校1年生向けに60セットを予定。

単独事業の急傾斜地崩壊防止事業の内容は。

住宅裏の危険なガケ地の崩壊防止事業で、県事業に該当しない箇所を1戸からでも採択可
能。個人負担25%、3箇所分程度の予算を計上。

定住促進住宅建設事業の内容と完成時期は。

亀ノ浦地区に３戸を計画。31年度中に完成し、4月から入居できるように考えている。

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q
A

Q

A

防災マップ
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町
長
　
筆
数
で
約
8
千
6
0
0

筆
、
面
積
で
約
8
5
7
万
7
千

平
方
メ
ー
ト
ル
。
全
面
積
の
約

12
％
。

議
員
　
相
続
登
記
の
推
奨
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

相
続
登
記
の
必
要
性
の
説
明
、

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
に
相

続
登
記
推
奨
の
表
示
等
を
実
施
。

議
員
　
相
続
登
記
推
奨
の
実
績

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

税
務
課
長

30
年
度
中
の
実
績

で
82
名
の
方
が
登
記
。

議
員
　
他
人
同
士
の
共
有
名
義

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

税
務
課
長
　
合
計
で
4
9
5
筆

82
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。

議
員
　
今
後
所
有
者
不
明
の
土

地
を
増
加
さ
せ
な
い
た
め
に
も
登

記
免
許
税
の一
部
補
助
等
町
独
自

の
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

税
務
課
長
　
国
が
進
め
て
い
く

制
度
の
中
で
町
と
し
て
出
来
る

限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
後
は
町
で
出
来
る
こ

と
を
考
え
実
行
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

議
員
　
児
童
、
生
徒
数
が
減
り
、

人
間
関
係
の
固
定
化
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
い
ろ
い
ろ
な

行
事
や
人
と
の
交
流
を
継
続
す

る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
大
浦
中
、
多
良
中
合
同

の
部
活
動
で
送
迎
の
負
担
が
増

え
た
保
護
者
へ
の
対
応
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
実
態
調
査
を

し
、
送
迎
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
教
育
環
境
整
備
検
討
委

員
会
と
い
う
分
校
廃
校
や
学
校

の
統
合
を
検
討
す
る
委
員
会
は

開
催
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
開
催
さ
れ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。

議
員
　
学
校
統
合
に
つ
い
て
は

目
標
年
次
を
設
定
し
、
地
域
全

体
の
声
を
聞
き
な
が
ら
合
意
形

成
を
図
る
方
法
が
良
い
の
で
は

と
の
前
町
長
の
提
案
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
諸
般
の
事
情

に
よ
り
目
標
年
次
を
設
定
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
そ
れ
は
何
故
か
。
諸
般

の
事
情
と
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
　
高
校
再
編
の

問
題
等
で
今
後
の
中
学
校
の
在

り
方
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
た
か
ら
。

議
員
　
様
々
な
意
見
を
聞
く
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
こ
と
を
要
望
し
た
い

が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
広
く
意
見
を

聞
く
こ
と
は
必
要
。
時
期
や
内

容
は
検
討
す
る
。

議
員
　
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
は
将
来
的
に
で
は

な
く
一
斉
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に

着
い
て
検
討
に
入
る
べ
き
時
期

だ
と
考
え
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
高
齢
者
の
増
加
に
対
し
、

食
の
提
供
は
重
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
考
え
る
が
。

町
民
福
祉
課
長
　
関
係
者
と
情

報
連
携
を
密
に
し
、
真
に
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
の
把
握

に
努
め
た
い
。

議
員
　
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長

10
日
間
の
う

ち
3
日
程
度
の
実
施
に
つ
い
て

柔
軟
な
対
応
を
要
請
し
た
い
。

議
員
　
今
後
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
時
代
に
入
っ
て
い
く
と

思
う
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

の
充
実
、
質
の
向
上
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
現
在
出
来
る

限
り
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た

内
容
で
提
供
し
て
い
る
が
、
今

後
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
へ
向

け
て
取
り
組
み
、
休
日
実
施
等

を
事
業
者
お
よ
び
関
係
者
と
協

議
し
て
い
く
。

所
有
者
不
明
の
土
地
問
題

議
員
　
町
内
に
所
有
者
不
明
の

土
地
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

般
一

問
質

一

待
永
る
い
子
議
員

学
校
の
統
合
を
ど
う
考
え
る
の
か

答
▼
答
▼
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討
す
る

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討
す
る

内
容
と
実
績
お
よ
び
独
身
者
の

数
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長

　老
人
ク
ラ
ブ

連
合
に
対
し
て
仲
人
ク
ラ
ブ
の

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、

実
績
は
な
い
。

　平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
で

は
15
歳
か
ら
59
歳
ま
で
が

3,
9
4
2
人
と
な
り
、
う
ち

1,
5
0
4
人
が
未
婚
者
と
な
っ

て
い
る
。

議
員

　結
婚
希
望
の
事
業
と
支

援
を
充
実
し
て
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
独
身
者
が
結
婚
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員

　町
長
は
、
今
回
の
選
挙

で
6
点
の
公
約
を
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
の
実
現
に
は
町
民
の
関
心
も

高
く
期
待
も
大
き
い
。
こ
の
公

約
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
対

応
は
。

町
長

　本
町
総
合
計
画
や
前
町

政
で
取
り
組
ま
れ
た
事
業
を
継

議
員

　福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長

　福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

承
し
、
様
々
な
問
題
や
諸
課
題

を
洗
い
出
し
、
事
業
の
振
興
を

図
る
。

　国
、
県
、
補
助
金
、
基
金
等

の
活
用
も
充
分
視
野
に
入
れ
、

財
源
を
確
保
す
る
。

議
員

　施
政
方
針
を
み
る
と
、

「
太
良
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
標
を

基
本
と
し
て
事
業
、
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
戦
略
は
31
年
度
が
最
終
年

度
と
な
る
が
、
再
度
作
成
す
る

の
か
。

企
画
商
工
課
長

　こ
の
総
合
戦

略
の
法
律
上
の
位
置
付
け
は
、

努
力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、
県

の
手
法
を
参
考
に
対
応
し
て
い

く
。

議
員

　公
約
の
農
林
漁
業
の
整

備
、
振
興
の
中
で
後
継
者
不
足

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

農
林
水
産
課
長

　後
継
者
の
現

状
は
農
業
が
45
名
、
漁
業
は
39

名
、
林
業
は
0
名
で
あ
る
。
平

成
30
年
度
の
親
元
就
農
給
付
金

対
象
者
は
10
名
。

議
員

　後
継
者
の
数
は
少
な
い

が
、
や
る
気
の
あ
る
方
々
で
あ

り
、
経
営
部
門
を
超
え
た
交
流

会
や
研
修
会
を
実
施
し
、
情
報

交
換
の
場
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長

　産
業
振
興
推

進
研
究
会
や
シ
ト
ラ
ス
会
、

4
H
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

議
員

　高
収
益
品
種
へ
の
転
換

や
施
設
栽
培
等
へ
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
考
え
は
。

町
長

　や
る
気
の
あ
る
方
に
は
、

積
極
的
に
支
援
を
や
っ
て
い
く
。

財
政
事
情
も
あ
る
が
、
施
設
等

を
含
め
若
い
後
継
者
が
育
つ
環

境
づ
く
り
、
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

議
員

　有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策
、

捕
獲
対
策
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

農
林
水
産
課
長

　侵
入
防
止
柵

の
設
置
等
推
進
し
て
い
る
が
、

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
。

ま
た
、
駆
除
対
策
協
議
会
で
処

理
加
工
施
設
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
が
進
展
し
て
な
い
。

議
員

　本
町
の
耕
作
放
棄
地
は

5
4
8
h
a
で
、
実
に
水
稲
作

付
面
積
の
2
・
6
倍
で
あ
る
。

耕
地
と
し
て
存
続
す
る
土
地
、

景
観
作
物
等
を
植
栽
す
る
土
地
、

植
林
し
て
林
地
と
す
る
土
地
等

分
別
し
て
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　農
地
基
盤
整
備
事
業
等

を
通
じ
て
、
高
齢
者
も
栽
培
可

能
な
園
芸
作
物
や
野
菜
等
を
推

奨
し
、
加
工
野
菜
施
設
の
導
入

等
、
雇
用
拡
大
と
同
時
に
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　雇
用
の
場
の
確
保
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
状
況
は
。

企
画
商
工
課
長

　子
育
て
支
援

政
策
や
畑
田
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
に
よ
り
、
若
年
就
業
者
の

流
出
は
想
定
よ
り
低
く
抑
え
ら

れ
た
た
め
、
目
標
値
を
達
成
し

て
い
る
。

議
員

　総
合
戦
略
の
中
に
結
婚

希
望
の
実
現
と
あ
る
が
、
事
業

般
一

問
質

一

竹
下

　泰
信
議
員

選
挙
公
約
の
実
現
に
向
け
て
の
対
応
は

答
▼
答
▼
皆
様
の
声
を
大
切
に
、

　
　
　
　
　住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
施

皆
様
の
声
を
大
切
に
、

　
　
　
　
　住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
施
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町
長
　
筆
数
で
約
8
千
6
0
0

筆
、
面
積
で
約
8
5
7
万
7
千

平
方
メ
ー
ト
ル
。
全
面
積
の
約

12
％
。

議
員
　
相
続
登
記
の
推
奨
は
ど

う
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

相
続
登
記
の
必
要
性
の
説
明
、

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
に
相

続
登
記
推
奨
の
表
示
等
を
実
施
。

議
員
　
相
続
登
記
推
奨
の
実
績

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

税
務
課
長

30
年
度
中
の
実
績

で
82
名
の
方
が
登
記
。

議
員
　
他
人
同
士
の
共
有
名
義

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

税
務
課
長
　
合
計
で
4
9
5
筆

82
万
平
方
メ
ー
ト
ル
程
で
あ
る
。

議
員
　
今
後
所
有
者
不
明
の
土

地
を
増
加
さ
せ
な
い
た
め
に
も
登

記
免
許
税
の一
部
補
助
等
町
独
自

の
対
応
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

税
務
課
長
　
国
が
進
め
て
い
く

制
度
の
中
で
町
と
し
て
出
来
る

限
り
協
力
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
今
後
は
町
で
出
来
る
こ

と
を
考
え
実
行
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
す
る
。

議
員
　
児
童
、
生
徒
数
が
減
り
、

人
間
関
係
の
固
定
化
に
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
い
ろ
い
ろ
な

行
事
や
人
と
の
交
流
を
継
続
す

る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

議
員
　
大
浦
中
、
多
良
中
合
同

の
部
活
動
で
送
迎
の
負
担
が
増

え
た
保
護
者
へ
の
対
応
を
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
実
態
調
査
を

し
、
送
迎
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
員
　
教
育
環
境
整
備
検
討
委

員
会
と
い
う
分
校
廃
校
や
学
校

の
統
合
を
検
討
す
る
委
員
会
は

開
催
さ
れ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
開
催
さ
れ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。

議
員
　
学
校
統
合
に
つ
い
て
は

目
標
年
次
を
設
定
し
、
地
域
全

体
の
声
を
聞
き
な
が
ら
合
意
形

成
を
図
る
方
法
が
良
い
の
で
は

と
の
前
町
長
の
提
案
は
ど
う
な

っ
た
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
諸
般
の
事
情

に
よ
り
目
標
年
次
を
設
定
す
る

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
そ
れ
は
何
故
か
。
諸
般

の
事
情
と
は
何
か
。

学
校
教
育
課
長
　
高
校
再
編
の

問
題
等
で
今
後
の
中
学
校
の
在

り
方
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
た
か
ら
。

議
員
　
様
々
な
意
見
を
聞
く
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
こ
と
を
要
望
し
た
い

が
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
広
く
意
見
を

聞
く
こ
と
は
必
要
。
時
期
や
内

容
は
検
討
す
る
。

議
員
　
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
は
将
来
的
に
で
は

な
く
一
斉
に
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に

着
い
て
検
討
に
入
る
べ
き
時
期

だ
と
考
え
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

議
員
　
高
齢
者
の
増
加
に
対
し
、

食
の
提
供
は
重
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
と
考
え
る
が
。

町
民
福
祉
課
長
　
関
係
者
と
情

報
連
携
を
密
に
し
、
真
に
必
要

と
さ
れ
る
高
齢
者
の
方
の
把
握

に
努
め
た
い
。

議
員
　
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

町
民
福
祉
課
長

10
日
間
の
う

ち
3
日
程
度
の
実
施
に
つ
い
て

柔
軟
な
対
応
を
要
請
し
た
い
。

議
員
　
今
後
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
時
代
に
入
っ
て
い
く
と

思
う
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

の
充
実
、
質
の
向
上
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

町
民
福
祉
課
長
　
現
在
出
来
る

限
り
利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た

内
容
で
提
供
し
て
い
る
が
、
今

後
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
へ
向

け
て
取
り
組
み
、
休
日
実
施
等

を
事
業
者
お
よ
び
関
係
者
と
協

議
し
て
い
く
。

所
有
者
不
明
の
土
地
問
題

議
員
　
町
内
に
所
有
者
不
明
の

土
地
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

般
一

問
質

一

待
永
る
い
子
議
員

学
校
の
統
合
を
ど
う
考
え
る
の
か

答
▼
答
▼
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討
す
る

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
き
慎
重
に
検
討
す
る

内
容
と
実
績
お
よ
び
独
身
者
の

数
は
ど
う
か
。

町
民
福
祉
課
長

　老
人
ク
ラ
ブ

連
合
に
対
し
て
仲
人
ク
ラ
ブ
の

補
助
金
を
計
上
し
て
い
る
が
、

実
績
は
な
い
。

　平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
で

は
15
歳
か
ら
59
歳
ま
で
が

3,
9
4
2
人
と
な
り
、
う
ち

1,
5
0
4
人
が
未
婚
者
と
な
っ

て
い
る
。

議
員

　結
婚
希
望
の
事
業
と
支

援
を
充
実
し
て
、
ひ
と
り
で
も

多
く
の
独
身
者
が
結
婚
で
き
る

よ
う
な
対
策
を
期
待
し
て
い
る
。

議
員

　町
長
は
、
今
回
の
選
挙

で
6
点
の
公
約
を
掲
げ
ら
れ
た
。

こ
の
実
現
に
は
町
民
の
関
心
も

高
く
期
待
も
大
き
い
。
こ
の
公

約
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
対

応
は
。

町
長

　本
町
総
合
計
画
や
前
町

政
で
取
り
組
ま
れ
た
事
業
を
継

議
員

　福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長

　福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

承
し
、
様
々
な
問
題
や
諸
課
題

を
洗
い
出
し
、
事
業
の
振
興
を

図
る
。

　国
、
県
、
補
助
金
、
基
金
等

の
活
用
も
充
分
視
野
に
入
れ
、

財
源
を
確
保
す
る
。

議
員

　施
政
方
針
を
み
る
と
、

「
太
良
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
目
標
を

基
本
と
し
て
事
業
、
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
、
と
し
て
い
る
。

こ
の
戦
略
は
31
年
度
が
最
終
年

度
と
な
る
が
、
再
度
作
成
す
る

の
か
。

企
画
商
工
課
長

　こ
の
総
合
戦

略
の
法
律
上
の
位
置
付
け
は
、

努
力
義
務
と
な
っ
て
お
り
、
県

の
手
法
を
参
考
に
対
応
し
て
い

く
。

議
員

　公
約
の
農
林
漁
業
の
整

備
、
振
興
の
中
で
後
継
者
不
足

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

農
林
水
産
課
長

　後
継
者
の
現

状
は
農
業
が
45
名
、
漁
業
は
39

名
、
林
業
は
0
名
で
あ
る
。
平

成
30
年
度
の
親
元
就
農
給
付
金

対
象
者
は
10
名
。

議
員

　後
継
者
の
数
は
少
な
い

が
、
や
る
気
の
あ
る
方
々
で
あ

り
、
経
営
部
門
を
超
え
た
交
流

会
や
研
修
会
を
実
施
し
、
情
報

交
換
の
場
を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長

　産
業
振
興
推

進
研
究
会
や
シ
ト
ラ
ス
会
、

4
H
ク
ラ
ブ
な
ど
で
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

議
員

　高
収
益
品
種
へ
の
転
換

や
施
設
栽
培
等
へ
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
考
え
は
。

町
長

　や
る
気
の
あ
る
方
に
は
、

積
極
的
に
支
援
を
や
っ
て
い
く
。

財
政
事
情
も
あ
る
が
、
施
設
等

を
含
め
若
い
後
継
者
が
育
つ
環

境
づ
く
り
、
支
援
を
し
て
い
き

た
い
。

議
員

　有
害
鳥
獣
の
被
害
対
策
、

捕
獲
対
策
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

農
林
水
産
課
長

　侵
入
防
止
柵

の
設
置
等
推
進
し
て
い
る
が
、

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
。

ま
た
、
駆
除
対
策
協
議
会
で
処

理
加
工
施
設
の
検
討
を
行
っ
て

い
る
が
進
展
し
て
な
い
。

議
員

　本
町
の
耕
作
放
棄
地
は

5
4
8
h
a
で
、
実
に
水
稲
作

付
面
積
の
2
・
6
倍
で
あ
る
。

耕
地
と
し
て
存
続
す
る
土
地
、

景
観
作
物
等
を
植
栽
す
る
土
地
、

植
林
し
て
林
地
と
す
る
土
地
等

分
別
し
て
対
応
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

　農
地
基
盤
整
備
事
業
等

を
通
じ
て
、
高
齢
者
も
栽
培
可

能
な
園
芸
作
物
や
野
菜
等
を
推

奨
し
、
加
工
野
菜
施
設
の
導
入

等
、
雇
用
拡
大
と
同
時
に
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

議
員

　雇
用
の
場
の
確
保
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
状
況
は
。

企
画
商
工
課
長

　子
育
て
支
援

政
策
や
畑
田
定
住
促
進
住
宅
の

建
設
に
よ
り
、
若
年
就
業
者
の

流
出
は
想
定
よ
り
低
く
抑
え
ら

れ
た
た
め
、
目
標
値
を
達
成
し

て
い
る
。

議
員

　総
合
戦
略
の
中
に
結
婚

希
望
の
実
現
と
あ
る
が
、
事
業

般
一

問
質

一

竹
下

　泰
信
議
員

選
挙
公
約
の
実
現
に
向
け
て
の
対
応
は

答
▼
答
▼
皆
様
の
声
を
大
切
に
、

　
　
　
　
　住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
施

皆
様
の
声
を
大
切
に
、

　
　
　
　
　住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
施
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町
長
　
議
会
と
執
行
部
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
有
明
海
再
生
の
た
め
広

葉
樹
の
植
林
等
も
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長
　
専
門
家
へ
の
意
見
の
聞

き
取
り
を
考
え
た
い
。

議
員
　
巡
回
バ
ス
の
導
入
を
急

ぐ
と
の
こ
と
だ
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
る

が
未
だ
計
画
が
実
現
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

議
員
　
ど
の
よ
う
な
運
行
計
画
、

ル
ー
ト
作
成
を
し
て
地
域
の
足

の
確
保
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

企
画
商
工
課
長
　
各
地
区
に
巡

回
で
き
る
ル
ー
ト
作
成
を
し
た

が
、
交
通
事
業
者
と
の
意
見
一

致
が
み
ら
れ
ず
、
再
度
設
定
の

た
め
時
間
を
要
し
て
い
る
。

議
員
　
交
通
事
業
者
運
営
の
考

え
か
、
町
直
営
運
行
は
で
き
な

い
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
町
直
営
運
行

な
ら
ば
、
最
短
で
あ
と
2
年
程

度
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
　
毎
年
巡
回
バ
ス
計
画
に

コ
ン
サ
ル
料
、
廃
止
路
線
と
生

活
路
線
バ
ス
等
を
合
せ
約
2
千

万
円
の
町
費
を
使
っ
て
お
り
、

早
く
解
決
さ
せ
運
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
商
工
課
長
　
多
大
な
支
出

の
割
に
は
客
が
い
な
い
。
し
か

し
、
公
共
交
通
は
事
業
者
と
の

合
意
の
う
え
で
事
業
を
実
施
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
現
在
タ

ク
シ
ー
の
利
活
用
も
検
討
し
て

い
る
。

町
長
　
現
在
空
白
地
は
タ
ク
シ

ー
や
福
祉
バ
ス
利
用
が
検
討
さ

れ
て
る
い
る
の
で
出
来
る
こ
と

か
ら
早
急
に
行
い
、
困
っ
て
い

る
方
々
を
早
く
安
心
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
早
急
な
運
行
開
始
を
望

ん
で
い
る
。

企
画
商
工
課
長
　
町
長
の
公
約

で
あ
る
の
で
早
期
に
実
施
を
考

え
て
い
る
。

議
員
　
一
次
産
業
の
振
興
策
で

親
元
就
農
者
に
対
す
る
給
付
金

を
漁
業
者
に
拡
大
す
る
と
し
た

政
策
の
内
容
は
ど
う
か
。

町
長
　
町
単
独
事
業
で
漁
業
者

版
の
親
元
就
農
給
付
金
制
度
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
18
歳
か
ら

45
歳
ま
で
支
給
基
準
を
考
え
て

い
る
。

議
員
　
投
網
業
は
コ
ノ
シ
ロ
、

芝
エ
ビ
を
獲
ら
れ
る
が
音
が
大

敵
と
の
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
隊

輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を

国
は
計
画
し
て
い
る
が
、
町
長

に
な
ら
れ
た
現
在
、
本
町
と
し

て
今
後
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。

町
長
　
現
段
階
で
、
個
人
的
に

賛
成
反
対
を
言
え
る
立
場
で
は

な
い
が
、
配
備
と
な
れ
ば
漁
業

者
と
十
分
協
議
し
て
県
に
対
策

を
申
し
入
れ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
漁
港
漁
場
の
基
盤
整
備

事
業
の
活
用
、
安
定
操
業
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
だ
が
、
新
年
度
か

ら
予
定
の
浚
渫
工
事
の
漁
業
者

負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

町
長
　
港
内
に
土
砂
潟
の
堆
積

で
船
が
直
ぐ
帰
っ
て
来
れ
な
い

問
題
等
が
発
生
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
漁
家
数
減
の
現
在
、

何
ら
か
の
漁
業
者
負
担
軽
減
策

は
考
え
て
い
る
。

議
員
　
今
年
は
竹
崎
漁
港
で
来

年
度
は
道
越
漁
港
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
良
き
検
討
を
お
願
い

す
る
。

般
一

問
質

一

久
保

　繁
幸 

議
員

町
内
巡
回
バ
ス
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
▼
答
▼
直
接
運
営
方
式
は
最
短
で
2
年
程
度
か
か
る
!!

直
接
運
営
方
式
は
最
短
で
2
年
程
度
か
か
る
!!

太良町
巡回バス

バ
ル
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
担

い
手
不
足
、
超
高
齢
化
に
よ
る

2
0
2
5
年
問
題
等
々
、
山
積

す
る
諸
問
題
と
ど
の
よ
う
に
向

き
合
う
の
か
、
太
良
町
が
進
む

べ
き
方
向
や
、
時
代
を
切
り
開

く
道
し
る
べ
と
し
て
の
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
実
現
を
期
待
す

る
。

議
員
　
町
長
の
目
玉
政
策
は
。

町
長
　
町
内
を
走
る
巡
回
バ
ス

問
題
を
早
く
解
決
し
て
町
民
の

声
に
応
え
た
い
。
敬
老
祝
金
を

復
活
す
る
な
ど
高
齢
者
福
祉
に

力
を
入
れ
る
。

議
員
　
一
次
産
業
が
先
導
し
て

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

発
展
を
遂
げ
た
町
と
し
て
希
望

が
育
つ
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
発
展
の
大
き
な
要
因
と
思
う

が
。

町
長
　
一
次
産
業
は
衰
退
の
道

を
た
ど
っ
て
い
る
。
関
係
団
体

と
一
体
で
方
策
に
取
り
組
む
。

皆
さ
ん
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を

願
う
。

議
員
　
難
問
山
積
の
時
代
を
迎

え
る
。
第
5
次
総
合
計
画
は
行

財
政
運
営
の
羅
針
盤
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
の
か
。

町
長
　
将
来
を
見
据
え
、
基
本

的
に
は
今
ま
で
取
り
組
ん
だ
政

策
を
基
本
と
し
、
新
し
く
高
齢

者
福
祉
を
入
れ
た
政
策
を
考
え

て
い
る
。

議
員
　
特
に
中
山
間
地
が
危
機

に
瀕
し
て
い
る
。
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
福
祉
面
、
産
業
面
、

防
災
面
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
地
域

力
の
維
持
の
具
体
策
は
。

町
長
　
後
継
者
不
足
に
悩
ん
で

い
る
一
次
産
業
を
何
と
か
し
な

い
と
生
き
残
れ
な
い
。

①
一
次
産
業
の
後
継
者
育
成

②
子
育
て
支
援
の
充
実

③
地
域
の
足
と
な
る
交
通
手
段

　
等
々
で
あ
る
。

議
員
　
議
会
と
執
行
部
の
関
係

は
、
チ
ェ
ッ
ク
＆
バ
ラ
ン
ス
が

地
方
自
治
の
基
本
で
あ
る
。
緊

張
あ
る
関
係
を
保
ち
、
独
立
お

よ
び
対
等
の
意
思
決
定
で
町
民

の
負
託
に
応
え
る
と
前
文
に
あ

る
。
自
治
基
本
条
例
の
考
え
は
。

総
務
課
長
　
地
方
分
権
、
地
域

主
権
の
時
代
潮
流
の
中
で
制
定

の
必
要
に
つ
い
て
、
町
民
の
声

を
聴
き
議
論
を
重
ね
必
要
性
に

つ
い
て
整
理
す
る
。

議
員
　
日
頃
の
会
計
処
理
や
決

裁
の
あ
り
方
は
。

総
務
課
長
　
費
目
の
金
額
に
よ

っ
て
規
程
に
基
づ
い
て
処
理
し

て
い
る
。

議
員
　
本
町
の
服
務
規
程
や
服

務
に
関
す
る
内
規
等
は
。

総
務
課
長
　
倫
理
規
定
は
今
現

在
作
成
作
業
中
で
31
年
度
か
ら

の
施
行
を
考
え
て
い
る
。

議
員
　
こ
れ
か
ら
の
財
政
需
要

を
勘
案
し
た
中
期
財
政
計
画
で
、

想
定
さ
れ
る
財
政
需
要
は
ど
う

か
。

財
政
課
長
　
老
朽
化
し
た
イ
ン

フ
ラ
の
需
要
が
多
く
な
る
。
林

道
橋
梁
の
補
修
、
町
道
の
橋
梁

補
修
、
ま
た
、
亀
ノ
浦
の
定
住

促
進
戸
建
住
宅
、
国
体
施
設
の

整
備
、
防
災
関
係
設
備
の
整
備

等
が
5
年
間
の
大
き
な
事
業
と

捉
え
て
い
る
。

議
員
　
昨
年
初
め
て
大
雨
特
別

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
こ
れ
だ

け
の
土
砂
災
害
が
続
く
中
、

2
0
0
年
の
森
等
山
を
守
り
森

を
育
て
る
山
の
博
覧
会
事
業
の

考
え
は
。

町
長
　
関
係
団
体
と
協
議
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
。

議
員
　
新
時
代
の
幕
が
明
け
る

2
0
1
9
年
は
T
P
P
、

E
P
A
に
よ
る
更
な
る
グ
ロ
ー

般
一

問
質

一

末
次

　利
男 

議
員

町
政
運
営
の
基
本
方
針
は

答
▼
答
▼
基
本
的
に
既
存
の
計
画
を
引
き
継
ぐ

基
本
的
に
既
存
の
計
画
を
引
き
継
ぐ
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町
長
　
議
会
と
執
行
部
に
要
望

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員
　
有
明
海
再
生
の
た
め
広

葉
樹
の
植
林
等
も
推
進
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
長
　
専
門
家
へ
の
意
見
の
聞

き
取
り
を
考
え
た
い
。

議
員
　
巡
回
バ
ス
の
導
入
を
急

ぐ
と
の
こ
と
だ
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
長
　
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
に
基
づ
き
検
討
し
て
い
る

が
未
だ
計
画
が
実
現
で
き
る
と

こ
ろ
ま
で
は
な
っ
て
い
な
い
。

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

議
員
　
ど
の
よ
う
な
運
行
計
画
、

ル
ー
ト
作
成
を
し
て
地
域
の
足

の
確
保
を
考
え
て
お
ら
れ
る
の

か
。

企
画
商
工
課
長
　
各
地
区
に
巡

回
で
き
る
ル
ー
ト
作
成
を
し
た

が
、
交
通
事
業
者
と
の
意
見
一

致
が
み
ら
れ
ず
、
再
度
設
定
の

た
め
時
間
を
要
し
て
い
る
。

議
員
　
交
通
事
業
者
運
営
の
考

え
か
、
町
直
営
運
行
は
で
き
な

い
の
か
。

企
画
商
工
課
長
　
町
直
営
運
行

な
ら
ば
、
最
短
で
あ
と
2
年
程

度
期
間
が
必
要
で
あ
る
。

議
員
　
毎
年
巡
回
バ
ス
計
画
に

コ
ン
サ
ル
料
、
廃
止
路
線
と
生

活
路
線
バ
ス
等
を
合
せ
約
2
千

万
円
の
町
費
を
使
っ
て
お
り
、

早
く
解
決
さ
せ
運
行
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

企
画
商
工
課
長
　
多
大
な
支
出

の
割
に
は
客
が
い
な
い
。
し
か

し
、
公
共
交
通
は
事
業
者
と
の

合
意
の
う
え
で
事
業
を
実
施
し

な
く
て
は
い
け
な
い
。
現
在
タ

ク
シ
ー
の
利
活
用
も
検
討
し
て

い
る
。

町
長
　
現
在
空
白
地
は
タ
ク
シ

ー
や
福
祉
バ
ス
利
用
が
検
討
さ

れ
て
る
い
る
の
で
出
来
る
こ
と

か
ら
早
急
に
行
い
、
困
っ
て
い

る
方
々
を
早
く
安
心
さ
せ
て
あ

げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員
　
早
急
な
運
行
開
始
を
望

ん
で
い
る
。

企
画
商
工
課
長
　
町
長
の
公
約

で
あ
る
の
で
早
期
に
実
施
を
考

え
て
い
る
。

議
員
　
一
次
産
業
の
振
興
策
で

親
元
就
農
者
に
対
す
る
給
付
金

を
漁
業
者
に
拡
大
す
る
と
し
た

政
策
の
内
容
は
ど
う
か
。

町
長
　
町
単
独
事
業
で
漁
業
者

版
の
親
元
就
農
給
付
金
制
度
を

行
う
予
定
で
あ
り
、
18
歳
か
ら

45
歳
ま
で
支
給
基
準
を
考
え
て

い
る
。

議
員
　
投
網
業
は
コ
ノ
シ
ロ
、

芝
エ
ビ
を
獲
ら
れ
る
が
音
が
大

敵
と
の
こ
と
で
あ
る
。
自
衛
隊

輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を

国
は
計
画
し
て
い
る
が
、
町
長

に
な
ら
れ
た
現
在
、
本
町
と
し

て
今
後
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
。

町
長
　
現
段
階
で
、
個
人
的
に

賛
成
反
対
を
言
え
る
立
場
で
は

な
い
が
、
配
備
と
な
れ
ば
漁
業

者
と
十
分
協
議
し
て
県
に
対
策

を
申
し
入
れ
て
い
き
た
い
。

議
員
　
漁
港
漁
場
の
基
盤
整
備

事
業
の
活
用
、
安
定
操
業
が
で

き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
に
取
り
組

む
と
の
こ
と
だ
が
、
新
年
度
か

ら
予
定
の
浚
渫
工
事
の
漁
業
者

負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
ど
う
か
。

町
長
　
港
内
に
土
砂
潟
の
堆
積

で
船
が
直
ぐ
帰
っ
て
来
れ
な
い

問
題
等
が
発
生
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。
漁
家
数
減
の
現
在
、

何
ら
か
の
漁
業
者
負
担
軽
減
策

は
考
え
て
い
る
。

議
員
　
今
年
は
竹
崎
漁
港
で
来

年
度
は
道
越
漁
港
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
良
き
検
討
を
お
願
い

す
る
。

般
一

問
質

一

久
保

　繁
幸 

議
員

町
内
巡
回
バ
ス
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

答
▼
答
▼
直
接
運
営
方
式
は
最
短
で
2
年
程
度
か
か
る
!!

直
接
運
営
方
式
は
最
短
で
2
年
程
度
か
か
る
!!

太良町
巡回バス

バ
ル
化
、
人
口
減
少
に
よ
る
担

い
手
不
足
、
超
高
齢
化
に
よ
る

2
0
2
5
年
問
題
等
々
、
山
積

す
る
諸
問
題
と
ど
の
よ
う
に
向

き
合
う
の
か
、
太
良
町
が
進
む

べ
き
方
向
や
、
時
代
を
切
り
開

く
道
し
る
べ
と
し
て
の
住
み
よ

い
町
づ
く
り
の
実
現
を
期
待
す

る
。

議
員
　
町
長
の
目
玉
政
策
は
。

町
長
　
町
内
を
走
る
巡
回
バ
ス

問
題
を
早
く
解
決
し
て
町
民
の

声
に
応
え
た
い
。
敬
老
祝
金
を

復
活
す
る
な
ど
高
齢
者
福
祉
に

力
を
入
れ
る
。

議
員
　
一
次
産
業
が
先
導
し
て

議
員
　
福
祉
巡
回
バ
ス
と
廃
止

路
線
代
替
バ
ス
の
統
合
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

企
画
商
工
課
長
　
福
祉
巡
回
バ

ス
と
祐
徳
バ
ス
が
運
行
し
て
い

る
竹
崎
線
・
広
谷
線
・
中
山
線

を
太
良
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
と
し
て
一
本
化
す
る
形
で
の

統
合
で
あ
る
。

発
展
を
遂
げ
た
町
と
し
て
希
望

が
育
つ
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
発
展
の
大
き
な
要
因
と
思
う

が
。

町
長
　
一
次
産
業
は
衰
退
の
道

を
た
ど
っ
て
い
る
。
関
係
団
体

と
一
体
で
方
策
に
取
り
組
む
。

皆
さ
ん
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
を

願
う
。

議
員
　
難
問
山
積
の
時
代
を
迎

え
る
。
第
5
次
総
合
計
画
は
行

財
政
運
営
の
羅
針
盤
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
の
か
。

町
長
　
将
来
を
見
据
え
、
基
本

的
に
は
今
ま
で
取
り
組
ん
だ
政

策
を
基
本
と
し
、
新
し
く
高
齢

者
福
祉
を
入
れ
た
政
策
を
考
え

て
い
る
。

議
員
　
特
に
中
山
間
地
が
危
機

に
瀕
し
て
い
る
。
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
、
福
祉
面
、
産
業
面
、

防
災
面
等
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充

実
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
地
域

力
の
維
持
の
具
体
策
は
。

町
長
　
後
継
者
不
足
に
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梁
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。
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。
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て
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、
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杵藤地区町村議会議長会議員研修

と　き　平成31年1月22日　　場　所　太良町商工会

●地域商社として「販路開拓」「販売」を成功させるための心得
　　　　　　　　　　　　　講師：フードプランニング　コア　代表　折茂　卓朗 氏

　2月26日、杵藤地区広域市町村圏組合消防本部並び
に武雄消防署の見学会をかねて、議員研修を行いまし
た。武雄市武雄町富岡に総事業費約21億5,700万円で、
すばらしい新庁舎が完成し、充実した設備となってい
ました。今後も杵藤地区全域の安全で安心なまちづく
りを目指して活動されます。

本委員会は、太良町産業振興推進研究会に出席し、地域商社の実態や取組み状況を聴講しました。

・安全性を担保すること。食品衛生法やJAS法などの根拠を示す。
・企画書を作成し商品開発の意図や商品の概要等を記載。
・商談時のチェックポイント
　①商品の十分な説明
　②提供商品の優位性と差別化
　③客の目を引くポイント
　④品質（素材、原料、デザイン、価格等）の確保

●新上五島町「地域商社」事業について
　　　　　　　　　　　　　講師：新上五島町観光物産協会　平山　智久 氏

・島内の生産者による特産物を首都圏に送り地域の活性化を図る役割を担っている。
・生産者と消費者の橋渡し役として、消費者ニーズを的確に捉え、商品力（供給力）アップや販
　売PR、輸送コストの縮減、インターネットやホームページを活用したブランディングに取り
　組んでいる。

地域商社で地域を元気に ー経済建設常任委員会ー

太良町産業振興推進研究会での様子

小学校PTA役員と意見交換 ー総務常任委員会ー

と　き 平成31年2月8日　　場　所 中央公民館
テーマ 「小・中学校の現状について」

　大浦小ー◎児童・生徒の登下校時に
　　　　　　イノシシが出没
　　　　　◎体育館のドアの破損

　大浦中ー◎部活動の大浦中・多良中
　　　　　　合同練習送迎の保護者負担
　　　　　◎下駄箱の老朽化

　多良小ー◎体育館のカーテンの傷み

《困っていること》
◎イノシシ用ワナを複数設置

　◎31年度　ドアの取り替え工事

◎公的支援の検討

　◎雨よけカーテン取付け

　◎開閉の邪魔になっている機械の撤去

《解決策》

総務常任委員会は、今回の意見交換を
踏まえ、2月25日に現場を視察して必
要な対策について関係者と協議しまし
た。また、今後現状の困り事を把握す
るための意見箱を各学校に設置される
予定です。

　1月28日（月）、多良小学校屋外運動場改修工
事並びに同外構工事及び町道栄町・北町線の拡
幅状況について全議員現地調査を実施しました。

○工事の概要：グラウンド舗装面積6,240㎡、
　バックネット設置、フェンス設置、町道幅員
　7.4ｍ（うち歩道1.5ｍ）。
　4月から新しいグラウンドで授業が始まりま
した。今後、水泳の授業は町営屋内プールを利
用することとなっています。町道の拡幅は7月
末に完了の予定です。

　2月18日(月)、佐賀市グランデはがくれにて、山口
祥義佐賀県知事等を来賓に迎え、第72回佐賀県町村
議会議長会定期総会が開催されました。
総会では、町村のさらなる振興発展と真の分権型社
会を確立するため、「議会機能の強化及び議員のな
り手確保」「地方創生のさらなる推進」「分権型社
会の実現と道州制導入反対」など14の決議が満場一
致で採択されました。
　また、議案審議に先立ち、全国町村議会議長会表
彰伝達及び佐賀県町村議会議長会表彰が行われ、太
良町からは下記の議員が表彰を受けられました。
○全国町村議会議長表彰
　議員27年以上　坂口久信議長、下平力人議員
○佐賀県町村議会議長会表彰
　議員19年以上　久保繁幸議員
　議員11年以上　平古場公子議員、所賀廣議員

　1月28日（月）、多良小学校屋外運動場改修工
事並びに同外構工事及び町道栄町・北町線の拡

～多良小学校屋外運動場
　　改修などを現地調査～
～多良小学校屋外運動場
　　改修などを現地調査～

　2月18日(月)、佐賀市グランデはがくれにて、山口
祥義佐賀県知事等を来賓に迎え、第72回佐賀県町村

～都市と農山漁村が共生
　　しうる社会を目指し～
～都市と農山漁村が共生
　　しうる社会を目指し～
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杵藤地区町村議会議長会議員研修
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　売PR、輸送コストの縮減、インターネットやホームページを活用したブランディングに取り
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要な対策について関係者と協議しまし
た。また、今後現状の困り事を把握す
るための意見箱を各学校に設置される
予定です。

　1月28日（月）、多良小学校屋外運動場改修工
事並びに同外構工事及び町道栄町・北町線の拡
幅状況について全議員現地調査を実施しました。

○工事の概要：グラウンド舗装面積6,240㎡、
　バックネット設置、フェンス設置、町道幅員
　7.4ｍ（うち歩道1.5ｍ）。
　4月から新しいグラウンドで授業が始まりま
した。今後、水泳の授業は町営屋内プールを利
用することとなっています。町道の拡幅は7月
末に完了の予定です。

　2月18日(月)、佐賀市グランデはがくれにて、山口
祥義佐賀県知事等を来賓に迎え、第72回佐賀県町村
議会議長会定期総会が開催されました。
総会では、町村のさらなる振興発展と真の分権型社
会を確立するため、「議会機能の強化及び議員のな
り手確保」「地方創生のさらなる推進」「分権型社
会の実現と道州制導入反対」など14の決議が満場一
致で採択されました。
　また、議案審議に先立ち、全国町村議会議長会表
彰伝達及び佐賀県町村議会議長会表彰が行われ、太
良町からは下記の議員が表彰を受けられました。
○全国町村議会議長表彰
　議員27年以上　坂口久信議長、下平力人議員
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れ
と
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す
が
、
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ち
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員
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卒
業
式
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式
へ

出
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せ
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い
た
だ
き
ま
し

た
。
子
供
た
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の
晴
れ
や
か

な
表
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を
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、
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後
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成
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躍
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期
待
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し
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と
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ろ
で
す
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さ
て
、
い
よ
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よ
令
和
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時
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ま
り
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す
。
子
供

た
ち
一
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と
り
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努
力
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か
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き
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議
会
の
主
な
活
動
1
月
〜
3
月

1月2月3月

4467101616161822242828
・
第
46
回
太
良
町
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
平
成
31
年
成
人
式

・
太
良
町
消
防
出
初
式

・
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

・
議
会
広
報
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集
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委
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会
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議
会
運
営
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・
１
月
臨
時
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全
員
協
議
会
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平
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年
度
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町
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研
修
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所
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務
調
査

・
平
成
30
年
度
同
和
問
題
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修
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良
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岳
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式
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査
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14468111213152527

平成30年度（1月～3月分）
議長交際費の支出状況

件数

1

1

支出額（円）

5,000

5,000

種別

祝儀

会費

慶弔

贈呈

謝礼

その他

合計

17
〜

議会クイズ!!

※締め切り／5月15日（水）　消印有効
※当選発表はお買物券の発送（抽選）を
もって代えさせていただきます。

〒849-1698　太良町大字多良1-6
太良町議会事務局「議会クイズ係」宛

解った方は、ハガキに答えを明記し、住所・氏名
・電話番号をご記入の上、下記に応募下さい。

お買物券が当たる！
Q 太良町議会の定例会は年に何回あるでしょうか？

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せなどをどんどんお寄せ
下さい。下さい。

みなさーん
議会に対する意見

などをどんどんお寄せ
下さい。

A ① 1回　　② 4回　　③ 12回 ヒント：四半期ごとにあります。

一
般
質
問
が
少
な
す
ぎ

る
。
も
っ
と
多
く
の
議

員
に
一
般
質
問
を
し
て

ほ
し
い
。

│
亀
ノ
浦
住
民
よ
り
│

私
の一
言

私
の一
言


